








要約:1978 年～1987年の 10 年間に山口大学小児科で経験した先天異常926 例を分析した。

その内容は染色体異常 209 例,多発性奇形 427例,孤発性奇形 66例,低身長を主徴とするも

の 70 例,筋疾患 17 例,代謝性疾患に伴うもの 34 例,その他 103例だった。多発性奇形のう

ち診断可能だったのは 58%で,4 種の新疾患を発見した。多発性奇形の診断率の向上の方法

について論じた。 


